南病棟チームカンファレンス記録
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＜連絡事項＞
・Ｂユニット冷蔵庫納品となっている。

・メンタルケア病棟の冷房切替は6/19（土）～6/21（月）で作業を行い、6/21（月）夕方から使用できる予定。6/21切替以降は、暖房が使用できません。
・Ｄユニットテーブル脚の修繕が昨日完了している。
＜患者様連絡事項＞
・佐藤　セツ様～13:00老健「南山苑」入所のため退院。
・館合　寛様～入院前に入所していた、「妙水苑」に本人の状態を事前に確認したうえで、有料「シルバー」で受け入れが不可との事で、6/16訪問調査は行わないとの事。
・石田　利雄様～退院支援進めるにあたり、ケアマネより本人の状態確認のため面会希望あり6/16　14時（特診）で予約している。
・藤村　悦子様～16:00転入。
・田嶋　ハル様～定期膀胱留置カテーテル交換行っている。
・中里　キヨエ様～治験薬ﾌﾞﾚｸｽﾋﾟﾌﾟﾗｿﾞｰﾙ7日分処方。
＜居室変更＞
・長峰　ユリ様～103号室→101号室へ。(夜間特に歩行不安定の為)

・三浦　光子様～101号室→103号室へ。
＜船場Ｄｒ診察＞
・平濱　カネ様～アスパラカリウム(300)6T　3×毎食後　2週間分継続処方。
＜皮膚科診察＞

・板橋　イマ様～右第1趾：テルビナフィン軟膏→ゲンタマイシン軟膏塗布+ガーゼ保護へ変更。
・前田　あさ様～皮疹消失、治癒。
・その他患者様の処置変更なし。

＜安ヶ平Ｄｒ診察＞

・長峯　ユリ様～新郷村診療所からの持参薬は、6/21から当院に切り替え2日分処方となり以降定期の指示。またラシックス（10）1Tはラシックス（20）0.5Tに切り替え処方となる。
＜田中Ｄｒ診察＞

・沢山　等様～臨時薬同内容で継続処方。
＜田名部Ｄｒ診察＞
・小林　信英様～6/16よりメマンチン5→10mgへ増量。他同内容にて7日分処方。
＜要注目患者様＞
・山田　みつゑ様～体温35.8℃、脈拍81回/分、血圧107/83㎜Hg、酸素飽和度96％。声掛けには開眼される。
・玉懸　のぶ様～夜間は臥床しているが体動あり。5:00よりホールでTVを見て過ごす。座ったまま頬杖をついて眠っていることあり。
・平濱　カネ様～19:47体温37.1℃。23:00入眠される様子無くスタッフコール聞かれている為、不眠時継続指示ルネスタ（1）1T服用。体温36.2℃だが体熱感継続している為頭部のみクーリング継続。日中は、体温36.3℃、脈拍58回/分、血圧90/52㎜Hg、酸素飽和度97％。家族の名前を何度も呼び続けている。
・栗澤　みつ子様～受け答えは出来ているが、表情乏しく活気ない。食事摂取に時間かかり後半介助し食事は全量摂取。
・田嶋　ハル様～体温35.8℃、脈拍78回/分、血圧141/95㎜Hg、酸素飽和度97％。

時折、唸り声上げ経過。
・長峰　ユリ様～深夜帯、臥床したまま鼻出血あり、一部口腔内にもあり。弄ったか聞くも笑っているのみ。トイレを聞くと、「行く。」と言う為誘導し排尿あり。夜間歩行不安定の為、見守り要している。
・新山　ヤシエ様～帰宅要求繰り返し、時に易怒的となっている。
・杉村　義雄様～夜間帯、便失禁あるも、排便については「出てない。」と話す。
・小林　信英様～「母が来てるので」「葬式があるので外出させてください」と帰宅要求あり頻回に訪詰している。介入に対し易怒性はない。
・立花　菊雄様～排泄の回数を詰所に報告に来ている。スタッフに対する易怒性はみられず。
・浪打　忠一様～他室侵入し他者ベッドで臥床。他患者からクレームつけられ叩かれそうになり、逆に他患者の腕をを掴み、頭部を数回叩く。複数スタッフで介入し、その場は退室できているが「煎餅屋がだめだってのか！！」とフロアで大声で怒鳴り、スタッフにも同様の訴えあり。朝食時リスパダール内服済みのため、様子観察。その後暴言や粗暴行為みられず、ホールで日課参加できている。
・田沼　清子様～表情乏しく徘徊している。スタッフ介入に対する易怒性はなし。
・松森　栄作様～易怒性や粗暴行為なく、穏やか。棟内徘徊している。
・中里　キヨエ様～穏やかに過ごし他者交流みられている。
・川村　優子様～夜間休まれ、帰宅要求・徘徊なく経過。日中は疎通不良で自身の名前正答できず。内服は自分で飲もうとするが、「ちょっと待って」と言って飲むまでに時間要す。食後は「どこからでられるの」と出口を探して徘徊している。
・葛西　睦子様～夜間覚醒し、「お父さん、お父さん、こっちに来て。」などと大声で叫び落ち着きなし。介入に対し、スタッフの制服を引っ張る、腕を叩いたりちぎるなど粗暴行為、暴言きかれ、不穏・興奮時のクエチアピン（25）1T服用。以後、休まれている。朝食時傾眠がちで声掛けにて、ゆっくり全量摂取。吐薬や拒薬はなし。
・寺澤　公子様～不穏、悲観的発言聞かれず。
・板橋　イマ様～食事中に「おしっこ連れてってください」と訴えお膳を落とそうとしている。都度対応するが訴えは頻回。
・前田　あさ様～居室にてベッド上で食事介助。布団外すと「寒い、寒い」と訴えあるが他感冒症状なし。食事は介助でスムーズに全量摂取。吐薬あり。
・佐藤　あづま様～夜間「右向きにして下さい。」と訴えあり対応するが、すぐに仰臥位になっている。なぜか問うと「自然にこうなります。」と話す。再度右側臥位にするが、スタッフが見ている前で柵に掴まり仰臥位になる。同訴え・行為を繰り返し、落ち着きなし。不穏・興奮時のクエチアピン（25）1T服用。日中は、別患者の配薬や食事介助でスタッフが全員手が空いていないにもかかわらず「終わりました」「タオル戻してください」等マイペースに声掛けあり。都度対応し奇声は発せず過ごしている。
＜転入患者様情報＞
藤村　悦子様

担当：橋本Ｎｓ
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 売店購入可　3000円/月

最終入浴日（令和3年　6月12日）

CS：Bプラン-②

最終排便（令和3年　6月13日）

患者様氏名 藤村 悦子  　様  担当主治医　：　深澤　隆

入院年月日 令和3年2月24日　（2回目）  入院形態　：　医療保護1項

病名

 主病名　：　軽度アルツハイマー型

　　　　　　　 認知症

 身体合併症　：　クローン病、統合失調症、

 薬剤性パーキンソン症候群、高血圧症、高脂血症、

 不安神経症、便秘症、不眠症、ドライアイ、老人性白内障

生活自己管理状況

備考

買い物カード

精神症状 妄想等の周辺症状

問題行動 なし

処遇制限 なし

 

退院計画

（家族受け入れ状況）

長生園 (養護老人ホーム) 。再入所希望。

現在の処置 なし

ADL



・クローン病

→終診。当院でフォローする。エレンタールは中止。ペンタサ院内処方できるかで日赤受診必要かもしれな

い。薬局と相談中。

・ペンタサ・胃薬・整腸剤系継続していく→ペンタサ院内処方採用なし。薬局へ相談して、当院で取り寄せ

られるか検討して返答するとの事。→薬局から返答待ち。

・病状憎悪や再燃あれば紹介してもらえれば良いとの事。

・緊急時：当院で出来る限りの対応

・ケアマネ無し

・長生園　0178－９６－５２２２

・退院後は施設入所を希望。家族はグループホーム｢トントン村｣管理者と知人であり､

　入所について相談をしている。認知症の診断がされた際に申請し､入所調整を図っていく。

　※川村允子様 (姉) の担当ケアマネ：ケアステーション　コウノトリの里　上村様

　　 0178-23-3376　（本人の担当となる可能性あり）



・成年後見制度申し立て中。6/4八戸市役所高齢福祉課山口様来院され後本人を交え面談実施。担当看

護師から情報提供している。

・6/2コミナティ（コロナワクチン）を左肩に接種（1回目）。次回6/23（2回目）予定。

 自立。（ 胃潰瘍食1600kcal ）

2/3～全量摂取。

 無

備考


